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[2017年4月11日(火)] 

〇突然ではあるが,以下に紹介しようとしている東京新聞のコラムとの関係から, 

最初に『見張塔からずっと——政権とメディアの8年』(山田健太著,田畑書店) 

についての中嶋廣氏の書評『第一人者の透徹した目』を,以下に引用させて頂 

きたい.「サブタイトルに「政権とメディアの8年」とある.新聞も出版もテレ 

ビもここ数年,厳しい時を過ごしてきた.今は亡き評論家の鷲尾賢也氏が,出版 

業界全体が会社更生法寸前であるとWEBRONZAに書いたのは5年前のことである. 

新聞もテレビも,時の政権とニューメディアの挟み撃ちに遭って, 崖っぷちの 

ところに立っている.  この本は「琉球新報」に掲載された「メデイア時評」 

100回分と,特別寄稿2回分をまとめたものである.タイトルは,ボブ・ディラン 

の All Along the Watchtower から取られた.アメリカの堕落と商業主義を批 

判した歌だ.もちろんこれは,日本にも当てはまる.なにしろ報道の自由度調査 

で,国際民間団体から世界で72位という低い評価を受けたのだから. 著者によ 

れば, 新聞・出版・テレビはこの数年間に, 忘れることができないほど,退却 

につぐ退却を強いられた.新聞労連の調査によれば,新聞社に勤める半数以上の社員が辞めたいと思ったこと 

があり, また1割以上が, 死にたいと思ったことがあるという. この数年間をざっと見て行くことにしよう. 

「要するに紙の新聞を発行するというビジネスモデルはすでに崩壊しているというのだ. ……目を世界に移 

すと確かに,米国では新聞社の身売りが続いているし, 紙の発行を停止し,オンラインだけにした新聞も出て 

きている」(「紙の新聞の大切さ」2009・3・15) しかしもちろん,日本の場合, 共通の言論公共空間は,全世 

帯メディアである新聞をおいて他にはない. だから一部地域の夕刊の廃止は,きわめて深刻な事態だ.「いま 

雑誌ジャーナリズムが危機に瀕している. というより『死に体』といってもよいかもしれない. ……一時は 

16億部近くあったコミック誌も2007年には半分以下の7億部余となり, 同様に08年以降,月刊誌の休刊も続い 

ており,『月刊プレイボーイ』(集英社),『論座』(朝日新聞社),『月刊現代』(講談社)に続き,『諸君!』(文 

藝春秋)もまた消える運命にある.」(「瀕死の雑誌ジャーナリズム」2009・3・15). 今から見れば,代表的な 

論壇誌が,音を立てて消えていく最初の大きな地滑りであり,この傾向がやむことはなかった.2011年3月11日 

には,東日本大震災が起こり, 続いて福島第一原発で事故が起こった.「被災 誰に何を伝えるか」(5・04)に 

はこんな一節がある.「被災メデイアの一つに夕刊紙・石巻日日新聞がある.同市を本拠とする来年百周年の 

歴史を持つ地域紙で,震災直後に手書きの『壁新聞』を発行し避難所に掲示したことで,一躍有名になった新 

聞でもある. もちろん,発行を絶やしたくないという執念は見事なもので,それ自体がニュースであることに 

違いはないが,むしろその根底になる編集方針を,今日のデジタル時代におけるジャーナリズムを考える素材 

として紹介しておきたい」 そうして悲劇や美談は扱わず,徹底して被災状況と生活情報に絞ったのである.  

すべてのメディアがストップした時,石巻日日新聞は壁新聞として唯一,人々の役に立ったのである. この年 

にはまた, 大阪府で「君が代」を歌う時には起立せよ, ということが決まった(国歌斉唱起立条例). 「君が 

代 ・日の丸合憲判決」(6・11)のコラムでは,かつては小渕恵三首相も野中広務官房長官も,国旗の掲揚に関 

してはなんの義務も考えていない,と言っていたことを指摘する. これはそれほど昔じゃない, と言うか,み 

んな覚えていることだ. だから「君が代」を歌う時の態度をここまで捻じ曲げて強制するとは, 開いた口が 

塞がらない. 2012年には,自民党が憲法の改正草案を発表している. 僕の見るところ,憲法を守らなければな 

らないのは天皇・国会議員・公務員のみで一般の国民に義務はない,ということが抜けているために,この改 

正草案はおよそ頓珍漢なものだ.「改憲で進む権利制限」(5・12)などを読むと本当にひどい. まったく噴飯 

ものだが,しかし無知が大勢を占めているとどうなるかわからない.あー,やだやだ,ではすまないから恐ろし 

い. そして年末には, 第二次安倍晋三内閣が成立する. 2013年年初の「安倍政権と報道の自由」(1・12)は,  

メディアの規制や,放送の自由への介入など, 悪夢と見まごうばかりの光景を,覚悟しておいた方がいいと指 

摘する. この年はまた「秘密保護法案」(9・14)がせり出してくる. 新聞や雑誌,テレビの記者が公務員と接 

触し, 知り得た秘密を聞きだすのは当たり前の取材行為である. それは形式的には犯罪行為に該当するとし 

ても,「正当な取材行為」として法律違反に問われることはない. これが,知る権利に基づく取材・報道の自 

由ということである. けれどもここに一つの落とし穴がある. その「正当な取材行為」を判断するのは, 検 

察または裁判所なのである.だから沖縄密約漏洩事件では,新聞記者は,倫理違反を理由に有罪判決を受けた. 

こんなことを理由にしたら,秘密を洩らした者と,漏らされた者とが,同時に罰を受けることになってしまう.  



著者も言うように, これは恐ろしいことだ. 2014年には朝日新聞が,従軍慰安婦の「捏造」記事と,吉田所長 

の福島第一原発調書(正式には聴取結果書)をめぐって, 袋叩きに会う. 保守系の面々は, ここを先途とばか 

りに,朝日新聞の廃刊を言い立てた. そのときの依ってきたる基盤は,ずばり「国益」だった. おぞましいこ 

とに,一挙に70年前に戻ったのである. 2015年になると,著者の憂いはますます濃くなる. そのことは見出し 

の内容が,一段と深く,広く,深刻になったことで分かる.「編集と経営の分離」(1・10),「ジャーナリズムの 

任務」(2・14),「公権力とテレビ」(4・11),「報道の外部検証」(5・09),「世論調査の意味」(8・08)など.  

こう見てくると,日本の民主主義は風前の灯火であることが, 嫌というほどよく分かる.そして2016年.2月に 

高市早苗総務大臣が「法に基づき電波停止はあり得る」 

と,国会で電波停止に言及した(「政府言論とメデイア」 

2・13).もはやテレビにおいては,「表現の自由」は息の 

根を止められ, 死んだにも等しい. そして報道ステーシ 

ョン,NEWS23,クローズアップ現代のキャスターがそろっ 

て交代し,また参院選で改憲勢力が3分の2を占めた.以上 

が,ここ数年に起こったことである.安倍政権はこれから 

も続いていきそうだから, もっと悪いことが起こるだろ 

う. 今はそれを,ただ記憶するしかない.(以下略)」 

〇そして今朝の東京新聞である．これから同紙に登場する 

 山田健太氏の『見張り塔から』と題するコラムは，上に 

紹介させて頂いた『見張塔からずっと——政権とメディア 

の8年』や,琉球新報の『メデイア時評』を引き継ぐもの 

として注目してゆきたい．右の初回のコラムを拝見する 

と，「特定秘密保護法」や「公文書管理法」を時の政権 

が勝手に都合の良い解釈をしてはならないこと，「情報 

公開」は崇高な民主主義の砦であって，それを遵守する 

のは政府の義務であることを，実に簡潔明瞭に指摘して 

いる． 

〇同じく本日の東京新聞“本音のコラム”は，鎌田慧氏の 

『悲劇の東芝』であった．「原子力ルネサンス，原子力 

立国など，経産省が吹いた笛に踊らされて官民一体，が 

むしゃらに利益を追求しようとした結末である」との評 

は少し酷かも知れないが，続く「安倍内閣は日印原子力 

協定で原発を輸出に振り向けようとしているが，外国に 

迷惑をかけるだけだ．自然エネルギー転換に後れをとる 

のは，無責任の極みだ」も込みで考えると，やはり国の 

原子力政策が間違っていたとしか考えられない．上記の 

「情報公開」の問題と同じく，現政権はいま瀬戸際に立 

たされているとの認識を，安倍首相はお持ちだろうか． 



[2017年4月13日(木)] 

〇右の記事は本日の東京新聞“本音のコラム” 

 に取り上げられた竹田茂夫氏の『リチウム電 

池の裏側』である．時代の趨勢として，ガソ 

リン車からハイブリット車，さらには電気自 

動車へと置き換えられてゆくのは当然のこと 

のように思っていた．しかし，右の記事によ 

れば物事はそう簡単ではなく，便利さの裏側 

に潜む惨状について地球規模で考える必要が 

ありそうである．『グローバル経済の誕生』 

の最新版を是非とも拝見したいものである． 

参考までに,電気自動車テスラ(モデルS)につ 

いてネット検索してみると「フレームやボデ 

ィーのマテリアルの多くがアルミニウムで, ボロン鋼とのハイブリッド骨格を成している. その徹底的に軽 

量化を図った車重は2108kg. リチウムイオンバッテリーの重量がいくつかは公表されていないが,24kWhのリ 

ーフでさえ200kgをオーバーすると言われているから, モデルSがいかに重いバッテリーを搭載しているかが 

想像できる. 仮に,軽く見積もってモデルS(85kWh)のリチウムイオンバッテリーが700kgだったとして, 実質 

のボディー重量が約1400kgという計算になるわけで, ボディーサイズを考えるといかに軽量であるかが理解 

できるし,そんなプレミアムセダンを創業以来2作目のモデルで造ってしまったことに驚きを感じるのだ.」 

 💬 しかし逆の立場から云えば，車体重量の何と1/3がバッテリーの重さで占められていることに驚く． 
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